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(3) マ ラ ヤ

マラヤのパインは既に18世紀の中頃には ,原産

地のような繁茂ぶりを示 し,生果川として至る所

に栽培されたが ,これが加工原料として注目され

たのは1884- 5年にかけてシソガポール島にフラ

ソス人による缶詰工場ができてから以後のことで

ある｡パイン産業はその後農 ,工場共に華僑の手

中に入 り,コショウその他の噌好料作物の不況と

共に勃興したゴム樹の初期間作として注目され ,

加工業の発展を促進 したが ,その後ゴム価の暴落

と共に政府および業者がゴム作偏重主義の危険を

痛感し,これがパイン産業の安定を来す結果とな

った｡今 ,マラヤパイン産業発展上の大きな問題

をあげると次のようである｡

(a) 政府は ,ゴムrF偏重主義の危険を悟 りセ

ルダソ農･拝試験場を設立して ,パインの研究に従

事せしめた｡

(b) 1925年 4月ロンドンで行なわれた国際食

料品/<評会で出された ｢シンガポール缶詰は厳重

な等級選別を行ない ,製造工場名を記した責任ラ

ベルを使用せよ｣という警告に基づき,業者は鳳

梨缶頭連合公司を設け (1929･9)製品の共同販

読 ,原料買収価格の協定 ,未熟果の不デL ブリキ

および砂糖の共同購入並びに製品の検査を開始し

た (しかし自由組合のために所期の成績をあげる

ことができなかった)0

(C) 第2次 (1930-32)のゴム価惨落はパイ

ン単作の必要を痛感せしめ ,シンガポールにパイ

ン専門の試験場の設立をみるに葬った｡

(d) 晶質の低下 ,製品の乱売を規制する為に

1934年パイン産業法が制定され ,1939年にはマラ

ヤのパイン産業最盛の年を迎えた｡

(e) 第2次大戦はマラヤのパイン産業を壊滅

したが ,終戦と共に中国人によって工場が再建さ

れ ,1947-8年には政府のパイン産業再建計画が

作 られ増産に入った｡

(f) 戦前の/くイン栽培地は比較的高地の石英

岩土壁であったが ,戦争で荒廃したため平地のピ

ート土壁にうつり,ここで機 械 化 されるに至っ

た｡

(g) 栽培品種は戦前スムースカイエソの刑乍

が漸増の傾向にあったが ,戦後は再びシンガポー

ル ･スパニ ッシュ種 lQlよびセランゴール ･グ1)-

ン種が主体となり,栽培は西部ジョホール ,セラ

ンゴール ,ペラック州に多い｡大規模農場と小農
栽培の2通 り行なわれるが ,後者が多く,1956年

の総面積は44,800エーカー(17,920ha)に達する見

込み｡ha当り植付本数は18,000本であるが35,000

本程度の密柏がよいといわれる｡

小農は施肥しないが ,施肥の効果は大きく,ha

当りl更新]yJ間窒素53.1kg,燐酸47.25kg,加91

151.2kgが適量で ,硫酸アソモニヤ,燐鉱石およ

び塩化加里が用いられる｡

(4) フ ィ リ ピ ン

フィリピンのパイン缶詰業は1912年にフィリピ

ンパイン会社が設立されたが失敗し,1928年 ミン

ダナオ島ブキノドン州に試作された/くイソが成功

したために ,フィリピン缶詰会社がカガヤソ･テ

･オロに設立された｡農場は工場から 20-25km

離れた海抜518-700mの高原にあり,6,000ェ-

カー (2,400ha)の上地を政府から借用し,内4,4

00ェーカー (1,760ha) 以上の栽培面精を持ち,

フィリピンのパイン缶詰製造量の75%を生産 して
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いる｡この全社はアメリカのカルフォルニア缶詰

会社が-ワイにおける/くイソ缶詰業が/くイソ萎凋

病のた桝こ危機に陥った際 ,事業地として出資し

てできたもので,-ワイにおける問題解決後も事

業 を 続 けているのである｡本事業地におけるパ

イン産業発展の概況は次のようである｡

(a) 種苗は-ワイのカルフォルニア缶詰会社

の農場から優良系統が輸入された｡

(b) 栽培技術は,-ワイに準ずるが ,大機械

の使用はなく,豪雨対策として排水溝が完備され

る｡

(C) ブリキノドソ地方は北緯 8-100内にあ

り,月別降雨分布が順調で ,気温較差が少ないた

めに生育がよく,ホルモンによる人為開花処理効

果が順調で ,収穫期の人為調度が完全に行われ ,

工場の周年操業が行なわれる (台湾では戦前 1年

の工場操業日数は75-90日であった)0

(d)3回収穫5年 1更新期間の収穫量は ha当

り100tに達する｡

(5) 琉 球

琉球のパイソ加工産業は1938年に石垣島に大同

拓殖株式会社工場ができたのを鳴矢とするが ,こ

の会社は太平洋戦争の勃発と共に事 業 を廃止し

た｡パイソ産業が有望視されるに至ったのは戦後

のことで ,石垣島においては林発 (1951)その他

がパイン工場を設立し,沖純木島においては玉井

亀次郎 (1952)が他作物に利用凶難な嵐山当原高

台においてパイン栽培を始め ,これに成功するや

暴風や狭い耕地に苦しんでいる農家は競って山地

や荒蕪地を開墾し,/くイソの栽櫓を開始した｡か

くして琉球のパイン産業は民間の街庵的な熱意に

よりブーム化し,琉球政府はこれに追随して各種

施策に追われる状態を呈したが ,幸いにして日本

政府の特恵措置により近々10年にして 120万ケー

ス,世界第7位のパイソ缶詰生産地となった｡但

し,わが国の貿易自由化は琉球産パイン缶詰の生

産出低減と品質の向上を予儀なくせしめ,これに

成功しない限り,今後の発展は勿論 ,現状維持も

困難と-f･想され ,安定化のためには企業合同によ
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る計画生産に政府の積極的指導と民間の協力が要

望される｡今発展の経緯および政府施策の概要を

述べると次のようてある｡

(a) 民間のパイン栽培熱の勃興とともに琉球

政冊 ま元台湾合同パイソ株式会社大庭義祐 (1954

)を招碑してその将来性を糾し,パイン産業5カ

年計画を樹立 した (1955)0

(b) 政府はまた桜井芳次郎 (1956).筆者 (

1957)および永田憲一郎 (1958)を招聴して一般

農家およびパイン関係者に栽培並びに加工技術の

指導を行なった｡

(C) 政府は琉球パイン産業保護のために台湾

産′くイソ缶詰に対する差益吸収率の設定 ,特定物

資臨時措置法の延長方を陳情し成功した｡

(d) 筆者はその後数回の招碑を通じ,原料生

産農家と工場との協力関係樹立および計画生産実

施のためにパイン産業審議会の設置 ,試験政関の

強化 ,優良系統の選抜 ,導入などを提言したが,

政府はこの要望を入れ ,/くイソ産業振興法 (1959

)を公布して,その中に/くイソ産 業 審 議会を設

け ,漸次必要な施策を講ずるに至った｡

(e) パイソ缶詰の品質の統一 ,共同販売を行

うため,政府はパイソ缶詰検査規則を公布(1956)

)し.民間は琉球輸出パイン缶詰組合を結成した

(1960)0

(f) 政府はパイン産業の保護発展を図るため

に重要産業育成法を制定し (1959),/くイソ産業

を重要産業に指定した (1963)｡

琉球のパイソ栽培は暴風対策もあり,ha当 り

40,000-｣5,000本の種苗を植付け ,収塵崖も漸次

増加し,現在では2回収穫で60t内外であるが優

良系統の栽植により将来は80-100tに達するも

のと思われる｡

3. わが国におけるパイン缶詰消費の将来の見

通し

わが国の最近5年におけるパイン缶詰輸入統計

は次のようである｡

第一蓑の如くパイン缶詰の消費が年々上昇して

いることと,現在琉球以外の外国産に55%の高率

関税がかけられているが ,琉球におけるパイン産

業の合環化に伴なう外国産の税率引下げ (45%)



第一表 パイン缶詰年次別輸入の推移

輸 入 量

-iu:Jl餌 鮎 計 F前年比
ケース

1960年I211.116

1961 429,531

1963 J513,574

1964 7633,220 l l ,115,740

ケース
900,121 %

]
1,164,480 増 29

1.141,303 # 2

l

1,373,937 1憎 20

1,786,960

ラ宅 EJ茶パインアップO)レ輸入協会調香 1ケース20･412

kgとして換算｡加糖､プ縄糖､クラッシュ缶を含む｡

と,外国産輸入量制限の撤廃,あるいは琉球産パイ

ソ缶詰製造高の自発的統制による外国産パイソ缶

詰輸入量の増加が許可された場合には ,市価の引

き下げも行われるから,わが国におけるパイソ缶

詰の消費量は更に増加するものと思われる｡

日本パイソアップル輸入協会は現状分析の結果

,現在でも200万ケース (3号缶3打入)の消化

能力は下らぬものとし,更に国民所得の向上と相

侯って年間20%程度の伸長が期待される｡

1m 東南アジアにおけるパイン産業

パイン産業発展の可能性は ,立地的条件と経済

的条件から考えなければならない｡今これを概括

すれば次のようである｡

1. 東南アジアの気候

パイン栽培適地の気候条件として考えるべきこ

とは ,気温 ,雨量および風である｡空気の湿度と

日照もあるが ,少くとも東南アジアにおいてはそ

れほど心配しなくてもよいと思われる｡

気温は年平均温度が20oC以上 , 月平均最低温

度が15oC 以上であれば産業として一応成立の可

能性はあるが ,更に一層生産に好都合な温度とい

えば ,口々の最低温度が 15oCを下らないことで

ある｡この条件から考えると,東南アジアにおけ

るパインの栽培は ,殆んど全ての地方に適地を発

見することができる｡

ただし現状をみると,/､ワイにおいて現在パイ

ンが栽培されている地帯は概ね海技 700m以上の

所であって ,年平均温度はホノルルの 24.4oCよ

りも低く,20.3-21.2oCの所である｡ フィリピ

ンにおいてもミンダナオ島のフィリピン缶詰会社

の大農場所在地は海抜518-700mの高地で,ダバ
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オの26.9oCより6oC内外は低く,台湾においても

平均温度 24.LloC以上の台南 ,高雄よりも,22-

23oCの台中州下において栽培が容易である｡ パ

イン農場の所在地が比較的高地あるいは棺経度の

高い低温地帯に存在する理由は他作物との競合関

係からでもあるが ,現状における重要な原田の一

つは病害特に/くイソ萎凋病発生との関係で ,/くイ

ンコナカイガラムシによるパイン萎凋病は高温乾

燥地に多く,低温地帯には発生が少ないからであ

る｡従ってパイン萎凋病の発生を-I,防することが

できれば高温でも支障なく,特に余りに低い温度

(7oC以下) が来る時には実割れ奇形巣等の現

象を起し,あるいは生長が阻害されるから注意し

なければならない｡

要するにパインは病虫害さえ注意すれば高温地

がよく,何等かの原田で不都合があれば同地荷の

棺高地に適地を求めることができるから,東南ア

ジアにおけるパイン適地は極めて広く,かつパイ

ン産業に必要なTBi積は,仮に1千万ケースの生産に

対しても3-4万haでこと足りるから,気温的にみ

た東南アジアはパイン産業上極めて有望である｡

降雨量についても,同様のことがいえる｡パイ

ンは台湾南部の人農場の所在地老坤の如く,10月

からL1月までの7カ月は合計200mm に)Eらず

5月から9月までの5カ月間に 2,000mm以上の

降雨のある地帯にも,あるいは-ワイのオ77島

やラナイ島の年降雨量が 7001mm程度の地帯から

マラヤの如く,各月降雨量が 200mmもあり,ま

たフィリピンのパイン栽培地のように集中豪雨の

ある所でも.適当な対策によって有利な企業栽培

が可能である｡東南アジアにおける降水量の分布

は乾季と雨季に明らかに分れている所もあるが,

他方 ,平均して降水量が多いところもある｡適地

を選ぶことによって既成生産地より有利な栽培を

行 うことも不可能ではあるまい｡

パインにおける暴風の害は比較的僅少であるこ

とは ,沖縄の例からも想像し得るが ,暴風はフィ

リピン以外には少ないから大きな心 配 は 必要な

い｡即ち,東南アジアは ,気候の点からみれば,

パイン産業発展上他の地域の現在の生産地に比較

してむしろ,よりよい適地であるということがで

きよう｡ (10ページにつづく)



2. 東南アジアの土壌

梁fl-1'7ジアに分布 している 土 壌 は ,ラテライ

ト,赤色土 ,苅色土が大部分をltlA')ているoKel

logによると ,南緯約10 か̀ ら赤道を経て ,北緯約

200にわたる茄南アジア地域の-ヒ壊型は南北ベ ト

ナム,ラオス ,カソポジ7 ,タイ ,マラヤ ,フイ

I)ピソなどは主としてラテライ ト赤胡色灰白n'.)土

域か らな り,イン ドネシ7においてはスマ トラと

ジ1･ワの詔,仁,.,･ほ山岳七と赤朗色 Lが多く,カ リマ

1/タン.[::)の侮;'.J:近 くにはラテライ トと赤肌色灰ILl

ニト的七壊 ,り日出にはIl卜括 ヒが分布 している｡スラ

ウニシは大部分がIU岳十か らなり,イ リラソもラ

テライ ト,赤-Irt巴灰l'I的 ヒ壌 rゴよびlL偶 Lによっ

てlll'められている｡

パインは排水良好な矧 Jil一月･3(PTI5.0-6･0)

てあれば ,殆んど全ての椛,Yiliの と脚 二通するが ,

現在の成増他の と嘆は次のようてある｡

第二表 パイン栽培地の土壌

地 名 L 土 q.l の 71T:I lYi

ハ ワ イ

キ ュ ーバ

ポートリコ

フ ロ リダ

ブ ラジ ル

マ ラ ヤ

広 砧

セイ ロ ン

フィリピン

桶アフリカ

台 湾

琉 JLLに

昭 夫

赤色十(I(lTrf･1L,ILLiヒを穴むも保水力乏し)

-ワイの土壌に近似

赤色の砂Pi壌｣二

拓.5色を含むrLT色TiE-_ヒ

赤色の士朗 (テラローサ)

腐植土および赤色士贋

亦 色 土 雛

砂 凱 =ヒ

赤色～褐色のラテライト

赤褐色ラテライト､rLl色石JnC砂士

赤色i､肌色IL

赤色土､ヲ/i-色土

赤色士､粥色土

即ち東南アジアにおいては ,排水良好な台地 ,

接帆斜地あるいは排水可能な平地で ,一定度以｣

のJJ三同地を選べば ,パイン栽1.L'1･は有利に行われる

ものと思われる｡

(香川大学農学部 渡辺 正一)

(10)


